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この度、大谷大学（学長：木越康／所在：京都市北区小山上総町）はインド政府よりインドと深い関係のあ
る大学として選定され、10月22日（金）にオンライン国際仏教会議を開催する運びとなりました。

2021年11月17日（水）～21日（日）の期間、インド政府が主催するグローバル仏教学会がインド・ナーランダ
で開催されます。グローバル仏教学会に先立ち、日本、韓国、タイ、カンボジアの4つの仏教国の仏教系大学
の協力のもと、4ヶ国で仏教会議を開催することがインド政府によって計画されました。日本では、これまでの

インド大使館との交流や仏教系大学としての歴史と伝統が評価され、本学がアカデミックパートナーとして選
ばれました。

※本会議はインド独立75周年及び印日国交樹立70周年記念事業としても実施されます。

報道関係各位

Michael J. Conway准教授

『仏教文献における登場人物と主題の変遷
－インドから日本へー』

共催：駐日インド大使館・大谷大学
協力：インド文化交流評議会・国際仏教連盟

会議では、駐日インド大使閣下、インド文化交流評議会会長、本学学長、国際仏教連盟
事務局長による挨拶に始まり、 『仏教文献における登場人物と主題の変遷－インドから日
本へー』 をテーマに、6名の研究者が発表を行います。

本学からは仏教分野で国際的に活躍する3名の研究者が以下の発表を行い、仏教発祥
の地であるインドから東の果てにある日本までの仏教伝播の中で見られる様々な変遷を
明らかします。

【発表1】 講演者名 ： 井上 尚実（文学部真宗学科教授）
講演内容 ： 「ヴァイシャーリーの伝染病」と日本への仏教伝来の意義

【発表2】 講演者名 ： Dash Shobha Rani（文学部仏教学科教授）

講演内容 ： 『法華経』における五障の概念と女人救済について

【発表3】 講演者名 ： Michael J. Conway（文学部真宗学科准教授）

講演内容 ： 初期浄土真宗の光明本尊に描かれた祖師のイメージと思想

※本会議はオンライン（ZOOM）にて実施をいたします。参加ご希望の方は、ミーティング
ID・パスワードを次ページのチラシに記載していますので、そちらよりご参加できます。

Dash Shobha Rani 教授

井上 尚実 教授

本学は、駐日インド大使館の推薦により、インド文化交流評議会（Indian Council for 
Cultural Relations)が仏教を推進する団体を表彰する「ICCR Award for Promotion of Buddhist 
Studies – 2021」に、ノミネートされました。
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